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令和元年度 優良工事等の表彰式について 

本件に関する問い合わせ先 

国土交通省 三峰川総合開発工事事務所 

   副所長   橋野 克彦 
総務課長  朝倉 文雄 

ＴＥＬ ０２６５－９８－２９２１ 

 

〒399-0402 長野県伊那市長谷溝口 1527 

  ＦＡＸ 0265-98-2890 

 

 三峰川総合開発工事事務所では、請負工事及び業務の成績等が優秀で顕著な企業、技術

者の事務所長表彰式を下記のとおり行います。 

 また、受注企業の協力会社として品質確保・向上等に貢献した企業及び技術者を併せて

表彰します。 

 

記 

 

１．日  時   令和元年７月２５日（木）１０：００から 

 

２．場  所   三峰川総合開発工事事務所（伊那市長谷溝口１５２７） 

 

３．解禁指定   なし 



 

 

【三峰川総合開発工事事務所長表彰】 

 

  □優良工事（困難克服） １社 

   ●株式会社 ヤマウラ 

 

工 事 名  平成２９年度 美和ダム再開発ストックヤード川側下流部側壁工事 

    工事内容  本工事は美和ダム再開発事業における湖内堆砂対策施設の一部である

側壁の建設をおこなうものである。 

河川土工 １式、地盤改良工 １式、側壁工 １式 

          基礎工 １式、仮設工 １式 

    工  期  平成２９年４月２９日～平成３０年６月１０日 

    請 負 額  ２８７，０１０，０００円 

    表彰理由  ダム貯水池内での通年施工において、想定を超える出水により、現場

内の長期的な湛水が発生したが、止水対策の実施等、的確かつ迅速に

対応した。また、出水に伴い厳しい工期となったが、安全、品質に配

慮しつつ、適切な工程管理により施工した。 

 

  □優良業務技術者（成績優秀） １名 

   ●株式会社 ゼンシン 管理技術者 境澤 昌志 

 

業務名   平成３０年度 三峰川総合開発技術資料作成業務 

    表彰理由  本業務は、公共工事に関する地元協議用資料作成、関係機関協議用資

料作成、技術資料とりまとめ等を行うものであるが、ストックヤード

施設の複数の隣接工事の現地材料利用検討等において、UAV による

最新の三次元写真測量を活用し、現地状況を考慮した工事の施工量、

施工手順等が提案された。 

 

  □優良協力企業 ３社 優良協力企業技術者 １名 

   ●株式会社 本久 

 

工事名   平成２９年度 美和ダム再開発ストックヤード川側下流部側壁工事    

    担当工事  場所打杭工 

  表彰理由  ダム湖湛水時において、杭コンクリートの品質確保が懸念される場合

は作業を中止する等の適切な対応を図り、杭の品質確保をした。 

 

 

 

 



 

 

 

   ●株式会社 本久 主任技術者 小野 和彦 

 

工事名   平成２９年度 美和ダム再開発ストックヤード川側下流部側壁工事    

    担当工事  場所打杭工 

  表彰理由  ダム湖湛水時において、杭コンクリートの品質確保が懸念される場合

は作業を中止する等の適切な対応を図り、杭の品質確保をした。 

 

 

   ●株式会社 山建工 

 

工事名   平成２９年度 美和ダム再開発ストックヤード川側下流部側壁工事    

    担当工事  側壁工（型枠工、コンクリート工） 

  表彰理由  側壁コンクリートのひび割れ抑制対策について、施工方針を十分に理

解し、品質の高い構造物を造ろうとする意識が高く、適切な施工を行

った。 

 

 

   ●有限会社 松崎重機 

 

工事名   平成２９年度 美和ダム再開発ストックヤード川側下流部側壁工事    

    担当工事  河川土工、側壁工（作業土工）、地盤改良工 

  表彰理由  各土工事において、建設 ICT を積極的に導入し、生産性の向上を図る

とともに、適切な締固めを行い要求品質を確保した。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 


